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市民の声を市民の声を
行政に問う行政に問う

西
　

�

建
築
基
準
法
に
よ

り
、
道
路
幅
が
４
メ
ー
ト
ル

以
下
沿
い
に
建
物
を
建
築
す

る
場
合
は
、
道
路
中
心
線
か

ら
２
メ
ー
ト
ル
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
の

対
応
を
問
う
。

市
長　
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
部

分
の
指
定
は
、
建
築
確
認
申

請
時
に
県
が
行
っ
て
お
り
、

建
築
基
準
法
で
は
そ
の
部
分

は
道
路
と
み
な
し
、
敷
地
面

積
に
参
入
さ
れ
ず
、
建
物
や

ブ
ロ
ッ
ク
等
を
建
築
で
き
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

西
　

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し

た
土
地
を
所
有
者
が
、
市
へ

譲
渡
の
申
し
出
を
し
た
場
合

の
対
応
と
そ
の
土
地
の
課
税

状
況
は
。

市
長　

市
と
協
議
を
し
、

譲
渡
が
決
定
し
た
土
地
に
つ

い
て
は
非
課
税
と
な
る
。

建
築
基
準
法
の

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
対
応
は

市
長
／�

建
築
確
認
申
請
時
に
県
が
セ
ッ
ト
バ
ッ

ク
指
定
を
行
う
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上
赤　

基
本
計
画
後
の
、

建
築
資
材
等
の
価
格
の
状
況

は
。市

長　

生
コ
ン
で
２
割

弱
、
鉄
筋
・
鉄
骨
は
約
７
割
、

型
枠
合
板
に
お
い
て
は
８
割

程
度
上
昇
し
て
い
る
。

上
赤　
今
後
の
物
価
上
昇

を
ど
の
よ
う
に
推
察
す
る
か
。

市
長　

当
初
計
画
に
は
、

１
割
ほ
ど
の
物
価
上
昇
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

上
赤　
今
後
の
対
応
は
。

市
長　
必
要
な
設
備
や
機

能
を
確
保
し
つ
つ
、
庁
舎
規

西
山　

鹿
児
島
大
学
が

研
究
開
発
し
て
い
る
土
壌
活

性
剤
を
活
用
し
て
い
く
考
え

は
。市

長　
基
腐
病
菌
の
増
殖

を
抑
え
る
微
生
物
を
用
い
た

土
壌
活
性
剤
に
つ
い
て
、
圃

場
で
の
実
証
デ
ー
タ
を
蓄
積

中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

令
和
元
年
に
鹿
児
島
大
学

と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で

い
る
た
め
、
基
腐
病
の
蔓
延

防
止
に
向
け
て
、
当
研
究
に

か
か
る
実
証
圃
場
の
提
供
な

ど
が
で
き
な
い
か
、
現
在
、

鹿
児
島
大
学
と
協
議
中
で
あ

模
の
再
検
討
や
設
計
仕
様
の

見
直
し
も
必
要
で
あ
る
。

上
赤　
建
設
費
を
40
億
円

と
し
て
説
明
し
て
い
る
が
。

市
長　
念
頭
に
は
40
億
円

を
基
本
と
し
て
進
め
る
。

上
赤　
愛
護
作
業
に
お
け

る
刈
草
の
処
理
対
策
は
。

市
長　
持
ち
出
し
な
ど
適

切
な
処
理
を
お
願
い
し
て
い

る
。
処
理
に
困
っ
て
い
る
自

治
会
は
市
へ
相
談
し
て
ほ
し

い
。
引
き
続
き
、
可
能
な
範

囲
で
の
作
業
を
お
願
い
し
た

い
。上

赤　
公
道
に
は
み
出
す

樹
木
枝
等
の
処
理
に
つ
い

て
、
市
独
自
の
規
則
ま
た
は
、

独
自
の
管
理
体
制
・
作
業
体

制
を
確
立
で
き
な
い
か
。

家
等
へ
の
情
報
提
供
を
行
う

と
と
も
に
、
使
用
可
能
と

な
っ
た
場
合
に
は
補
助
の
対

象
と
な
る
よ
う
国
・
県
へ
働

き
か
け
て
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
規
就
農
者

・
避
難
所

・
生
ご
み
の
堆
肥
化

市
長　
民
法
の
壁
は
あ
る

が
、
公
社
の
利
用
や
機
械
を

主
体
と
し
た
作
業
体
制
な

ど
、
早
急
に
検
討
し
た
い
。

上
赤　
農
道
等
の
維
持
管

理
は
。

市
長　

交
付
金
事
業
等

を
活
用
し
て
管
理
を
継
続
し

て
も
ら
い
た
い
。
刈
草
の
持

ち
出
し
は
、
適
切
な
場
所
を

選
定
し
て
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
処
理
を
お
願
い
し
た

い
。

土
壌
活
性
剤
の
活
用
は

市
長
／�

令
和
元
年
に
鹿
児
島
大
学
と
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る

サツマイモ
基腐病

物
価
高
騰
に
よ
る
計
画
へ

の
影
響
は

市
長
／�

影
響
は
避
け
ら
れ
な
い

新庁舎建設

市
道
等
の
維
持
管
理
作
業
は

市
長
／�

行
政
と
住
民
が
協
力

し
な
が
ら
取
り
組
む

る
。
ま
た
、
今
後
有
用
な
研

究
成
果
が
得
ら
れ
た
場
合
に

は
、
関
係
機
関
・
団
体
・
農

西山　一　議員 西　次雄　議員

上赤　秀人　議員
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菊
永　
南
日
本
新
聞
に「
細

か
な
改
善
点
も
見
つ
か
り
、

関
係
機
関
と
協
議
し
て
来
年

に
備
え
た
い
。」
と
あ
る
が
、

本
市
競
技
種
目
の
準
備
は
万

全
か
。

教
育
長　
３
年
延
期
さ
れ

た
国
体
は
、
来
年
開
催
さ
れ

る
。
大
会
を
成
功
す
る
た
め

県
や
各
競
技
団
体
と
連
携
し
、

市
内
小
中
学
校
や
各
種
目
団

体
の
協
力
を
得
て
鋭
意
準
備

を
進
め
て
い
る
。
９
月
に
開

催
し
た
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
は
、

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
並
び
に

浜
田　
自
虐
史
観
や
反
日

史
観
に
と
ら
わ
れ
な
い
歴
史

教
育
と
日
本
人
と
し
て
の
誇

り
を
取
り
戻
す
教
育
に
つ
い

て
の
見
解
を
問
う
。

市
長　
適
切
な
教
育
に
よ

り
、
郷
土
南
九
州
市
に
誇
り

と
愛
情
を
持
ち
、
市
の
発
展

に
尽
く
す
人
材
、
我
が
国
や

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

が
育
成
さ
れ
る
よ
う
期
待
す

る
。教

育
長　
文
部
科
学
省
の

検
定
に
合
格
し
た
教
科
書
を

対
象
と
し
、
南
薩
４
市
で
構

成
す
る
教
科
用
図
書
採
択
協

松
久
保　
５
月
28
日
の
南

日
本
新
聞
に
「
南
薩
地
域

振
興
局
は
、
２
０
２
７
年
度

末
頃
ま
で
の
建
替
え
を
見
込

む
。
既
存
庁
舎
の
建
替
え
が

必
要
に
な
れ
ば
場
所
を
改
め

て
検
討
す
る
。」
と
あ
る
。

　

移
転
と
な
れ
ば
、
南
薩
地

域
の
中
心
に
あ
る
県
立
保
健

看
護
学
校
跡
地
が
最
適
と
思

わ
れ
る
。

　

市
長
は
こ
れ
ま
で
誘
致
に

つ
い
て
ど
の
様
な
活
動
を

お
こ
な
っ
て
き
た
か
、
ま
た

今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
問

う
。 吉

永　
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
が
使
用
す
る
た
め
、
購

入
し
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
発

信
機
と
無
線
機
の
活
用
状
況

は
。市

長　

鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
は
平
成
25
年
に
設
置

し
、
猟
銃
免
許
所
有
者
と
市

職
員
計
56
名
で
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
平
成
28
年
度
に

国
の
事
業
を
活
用
し
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
機
能
付
き
発
信
機
（
ド
ッ

ク
ナ
ビ
）
７
台
と
デ
ジ
タ

ル
無
線
機
37
台
を
購
入
し
、

熊
ヶ
谷
で
の
訓
練
や
南
さ
つ

ま
市
と
の
広
域
捕
獲
を
実
施

市
職
員
の
競
技
会
運
営
能
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
、
市
民

の
国
体
に
対
す
る
関
心
を
高

め
気
運
醸
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
。
今
回
の

リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
で
は
既
存

の
放
送
設
備
は
、
試
合
中
に

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
づ
ら

か
っ
た
な
ど
課
題
が
あ
り
、

議
会
で
「
正
確
か
つ
公
正
で

あ
り
、
多
面
的
・
総
合
的
な

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。」

な
ど
の
観
点
で
審
議
採
択
を

し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
歴

史
を
学
ぶ
目
的
に
沿
っ
た
教

育
を
推
進
し
て
い
く
。

市
長　
県
は
、
令
和
９
年

度
末
の
完
成
を
目
指
し
、
建

替
え
の
方
針
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
本
年
８
月
か
ら
10

月
に
か
け
、
管
内
４
市
の
農

政
、
商
工
、
医
療
、
福
祉
な

ど
の
関
係
団
体
に
対
し
て
説

明
を
行
っ
た
。
南
薩
地
域
４

す
る
時
に
使
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
機
器
を
使
い
慣
れ

て
い
な
い
こ
と
や
、
よ
り
精

度
の
高
い
機
器
を
個
人
で
導

入
し
て
い
る
な
ど
の
理
由
に

よ
り
、
令
和
２
年
度
以
降
使

用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ

る
。

今
後
、
改
革
に
向
け
て
検
討

を
重
ね
て
い
く
。
適
切
な
運

営
、
お
も
て
な
し
、
市
の
魅

力
発
信
な
ど
円
滑
か
つ
効
果

的
に
進
め
、
心
に
残
る
素
晴

ら
し
い
大
会
に
努
め
る
。

浜
田　
本
市
内
で
生
産
さ

れ
る
茶
を
地
域
ご
と
の
「
か

ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
指
定
に

よ
り
、
所
得
向
上
が
図
れ
る

と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

市
長　
旧
銘
柄
を
使
用
す

る
こ
と
は
混
乱
を
招
く
こ
と

に
な
る
。
農
家
所
得
対
策
と

し
て
、
担
い
手
農
家
に
よ
る

農
地
の
集
積
や
茶
園
管
理
の

共
同
化
・
茶
工
場
の
合
理
的

な
再
編
と
生
産
性
、
効
率
性

の
高
い
茶
園
へ
の
転
換
を
図

る
。

市
の
相
互
の
連
携
と
一
体
的

な
発
展
に
向
け
、
本
市
は
地

理
的
に
も
有
利
な
条
件
を
有

し
て
お
り
、
議
会
や
民
間
団

体
と
要
望
活
動
を
行
っ
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・�

黒
木
山
太
陽
光
発
電
所
の

計
画

吉
永　
使
用
さ
れ
て
い
な

い
機
器
を
猟
友
会
に
貸
し
出

す
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
市
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
で
保
持
し
て
い
な
い

方
や
機
器
の
故
障
の
際
の
対

応
機
器
と
し
て
、
有
効
活
用

を
図
る
た
め
貸
出
の
周
知
な

ど
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
健
康
増
進

準
備
は
万
全
か

教
育
長
／�

各
競
技
団
体
の
適
切
な
運
営
、
お

も
て
な
し
、
市
の
魅
力
発
信
に
努

め
る

２０２３
かごしま国体

歴
史
教
育
の
在
り
方
は

市
長
／�

本
市
の
小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
国
・

県
・
市
教
育
委
員
会
の
指
導
に
よ
り
適
切

な
教
育
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
認
識

教育問題

建
替
計
画
は

市
長
／�

議
会
や
民
間
団
体
と
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
く

南薩地域
振興局

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
発
信
機
と

無
線
機
の
活
用
状
況
は

市
長
／�
令
和
２
年
度
以
降
活
用
さ
れ
て
い
な

い

有害鳥獣対策

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
農
家
の
所
得
向
上
は

市
長
／�

本
市
の
お
茶
の
銘
柄

は
、
「
知
覧
茶
」
に

統
一
し
、
「
か
ご
し

ま
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認

定
さ
れ
て
い
る

松久保　正毅　議員 吉永　賢三　議員

浜田　茂久　議員菊永　忠行　議員
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大
倉
野　
慰
労
金
の
支
給

対
象
者
が
同
居
し
て
い
る
者

に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
事

情
に
よ
り
別
居
で
介
護
し
て

い
る
者
に
も
支
給
範
囲
を
広

げ
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　
ね
た
き
り
高
齢
者

等
と
起
居
を
共
に
し
、
本
市

に
3
か
月
以
上
住
所
を
有
す

る
場
合
に
支
給
す
る
と
な
っ

て
い
る
。
別
居
等
を
認
め
る

と
し
た
場
合
、
様
々
な
介
護

の
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
が
難
し

い
と
思
わ
れ
る
が
、
実
情
を

勘
案
し
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。 蔵

元　
第
２
次
南
九
州
市

総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画

が
５
年
目
を
迎
え
る
が
、
目

標
に
向
け
て
の
進
捗
度
は
。

市
長　
事
業
評
価
・
現
況

分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
80

の
指
標
の
う
ち
、
目
標
値
を

上
回
る
も
の
が
29
、
下
回
る

も
の
が
51
と
な
っ
て
い
る
。

蔵
元　
令
和
４
年
１
月
に

後
期
基
本
計
画
策
定
に
係
る

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た

が
、
そ
の
結
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
、
活
か
し
て
い
く
の

か
。

大
倉
野　
知
覧
町
厚
地（
林

道
今
田
八
瀬
尾
線
沿
）
に
計

画
中
の
風
力
発
電
計
画
は
、

環
境
影
響
評
価
の
「
配
慮
書
」

で
、
動
物
の
環
境
要
素
で

バ
ッ
ト
ス
ト
ラ
イ
ク
な
ど
の

指
摘
が
あ
り
、
市
民
か
ら
は
、

健
康
へ
の
影
響
、
自
然
破
壊
、

災
害
発
生
な
ど
の
心
配
の
声

が
出
て
い
る
。

　

出
さ
れ
た
課
題
は
、
ど
の

よ
う
に
ク
リ
ア
さ
れ
る
の

か
、
計
画
の
進
捗
状
況
を
問

う
。市

長　
民
間
業
者
が
進
め

る
事
業
は
、
国
の
風
力
発
電

内
園　
会
計
年
度
任
用
職

員
は
、
何
人
か
。

市
長　
２
３
１
人
。

内
園　

会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
み
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
傾
向
と
特
徴
と
し
て
女
性

が
９
割
。
複
数
年
働
い
て
い

る
人
が
９
割
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
収
二
百
万
円
以
下
の

方
が
６
割
（
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
状
態
）。
多
く
の
方
が
「
や

り
が
い
」
と
「
誇
り
」
を
感

じ
て
い
る
が
賃
金
と
退
職
金

に
つ
い
て
不
満
を
漏
ら
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ど

大
倉
野　
策
定
に
向
け
た

基
本
方
針
は
。

市
長　
満
足
度
に
つ
い
て
、

分
野
別
で
は
農
業
、
生
活
環

境
、
保
健
福
祉
、
教
育
文
化

分
野
は
プ
ラ
ス
評
価
、
商
工

観
光
、
社
会
基
盤
、
協
働
参

画
分
野
が
マ
イ
ナ
ス
評
価
と

な
っ
て
お
り
、
施
策
別
で
は
、

茶
業
の
振
興
、
水
の
安
定
供

給
な
ど
の
満
足
度
が
高
く
、

企
業
立
地
の
推
進
、
公
共
交

通
機
関
の
充
実
な
ど
が
低
い

の
事
業
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
く
手
続
き
で
進

む
。

　

現
在
、
県
風
力
発
電
施
設

の
景
観
形
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
地
域
説
明
会
が
あ

り
、
本
市
と
の
事
前
協
議
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

大
倉
野　
住
民
説
明
会
の

開
催
と
参
加
状
況
、
住
民
合

意
形
成
に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

事
業
者
は
「
方

法
書
」
に
よ
る
景
観
形
成
に

関
し
、
知
覧
伝
建
地
区
、
野

崎
区
、
小
野
自
治
会
、
今
田

区
、
両
添
区
、
厚
地
自
治
会

で
住
民
説
明
を
開
催
し
６
地

う
受
け
止
め
る
か
。

市
長　

職
員
の
勤
務
体

制
や
経
験
年
数
に
応
じ
、
昇

給
や
期
末
手
当
の
支
給
を
行

い
、
勤
務
条
件
の
改
善
に
努

め
て
い
る
。

内
園　
自
衛
官
募
集
に
関

し
氏
名
、
生
年
月
日
、
男
女

別
及
び
住
所
の
情
報
提
供
を

紙
媒
体
で
し
て
い
る
。
安
保

法
制
の
危
険
な
道
が
開
か
れ

市
長　
営
農
組
合
や
集
落

営
農
組
織
等
を
中
心
に
34
地

区
を
選
定
し
、
順
次
話
し
合

い
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
「
地
域

計
画
」
の
策
定
に
取
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

・�

は
り
・
き
ゅ
う
等
施
術
料

助
成
制
度

結
果
と
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
活
か
し
な
が
ら

後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。

区
で
、
８８
名
の
参
加
で
あ
る
。

そ
の
他
の
地
区
で
は
、
役
員

会
な
ど
で
説
明
し
た
。

　

住
民
の
合
意
形
成
は
重
要

で
あ
り
、
今
後
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

及
び
関
係
法
令
等
で
手
続
き

が
な
さ
れ
る
予
定
。

大
倉
野　
物
価
高
騰
、生
活

難
の
と
き
、
子
育
て
支
援
を

求
む
。

市
長　
無
償
化
に
は
年
間

１
億
６
０
０
万
円
の
財
源
が

必
要
だ
。
国
の
動
向
等
注
視

し
、
で
き
る
だ
け
保
護
者
負

担
が
増
え
な
い
よ
う
努
め

る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

家
庭
教
育
支
援
条
例

た
も
と
で
本
人
の
同
意
も
な

く
、
南
九
州
市
の
若
者
の
名

簿
を
提
供
す
る
こ
と
は
問
題

と
考
え
る
が
。

市
長　
自
衛
隊
法
に
基
づ

い
て
、
情
報
提
供
し
て
い
る
。

内
園　

名
簿
提
供
を
希

望
し
な
い
市
民
に
は
、
本
人

又
は
保
護
者
か
ら
申
請
が
あ

れ
ば
提
供
す
る
名
簿
か
ら
除

外
す
る
扱
い
を
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。
本
市
も
除
外

申
請
を
認
め
る
考
え
が
あ
る

か
。市

長　
認
め
て
い
る
所
も

あ
る
の
で
検
討
し
対
応
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

物
価
高
騰

在
宅
高
齢
者
介
護
慰
労
金
支

給
制
度
見
直
し
の
考
え
は

市
長
／�

実
情
を
勘
案
し
、
今
後
検
討
し
て
い

く

福祉増進

前
期
基
本
計
画
の

進
捗
度
は

市
長
／�

目
標
を
上
回
る
も
の
が
29
、
下
回
る

も
の
が
51

第 2 次南九州市
総合計画

健
康
被
害
・
自
然
災
害
な
ど
問

題
解
決
と
住
民
合
意
形
成
は

市
長
／�

地
域
説
明
会
が
開
か
れ
、
事
前
協
議

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る

知覧風力発電
計画

会
計
年
度
任
用
職
員
の
実
態

及
び
見
解
は

市
長
／�
事
務
か
ら
専
門
的
な
職
場
ま
で
毎
年

度
募
集
採
用
し
て
い
る

ワーキングプア

頴娃町アグリランドで
同業者が１基を稼働中

自
衛
官
募
集
は

市�

長
／�

対
象
者
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る

学
校
給
食
無
償
化
は

市�

長
／�

国
の
動
向
を
注
視

蔵元　慎一　議員大倉野　忠浩　議員

地
域
計
画
（
人
・
農
地
プ
ラ

ン
）
の
策
定
は

市�

長
／�

次
の
世
代
に
着
実
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、

地
域
の
関
係
者
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む

人・農地プランから地域計画へ

１

このため、①⼈・農地プランを法定化し、地域での話合いにより⽬指すべき将来の
農地利⽤の姿を明確化する地域計画を定め、②それを実現すべく、地域内外から
農地の受け⼿を幅広く確保しつつ、農地バンクを活⽤した農地の集約化等を進
めるため、基盤法等の改正法が令和４年５⽉に成⽴しました。
これまで地域の皆さんのご努⼒で守り続けてきた農地を、次の世代に着実に引き

継いでいくため、農作業がしやすく、⼿間や時間、⽣産コストを減らすことが期待できる
農地の集約化等の実現に向け、「将来、地域の農地を誰が利⽤し、農地をどうまとめてい
くか」、「農地を含め、地域農業をどのように維持・発展していくか」、若年者や⼥性を
含む幅広い意⾒を取り⼊れながら、地域の関係者が⼀体となって話し合ってくだ
さい。
なお、本マニュアルはあくまで地域計画の策定のご参考として作成したものであり、

これまで地域で取り組んできたやり⽅に沿って取り組みを進めてくださって結構
です。

人・農地プラン
（地域農業の将来の在り方）

地 域 計 画
（地域農業の将来の在り方＋目標地図）

これまで、地域での話合いにより、⼈・農地プランを作成・実⾏してきていただいて
きましたが、今後、⾼齢化や⼈⼝減少の本格化により農業者の減少や耕作放棄地が拡⼤し、
地域の農地が適切に利⽤されなくなることが懸念される中、農地が利⽤されやす
くなるよう、農地の集約化等に向けた取組を加速化することが、喫緊の課題です。

地域計画の策定・実行までの流れ

プランを確認

地域の実情に応じて、担い⼿を中⼼とする
受け⼿による話合いの場を設ける

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⾏
�

随
時
更
新
︵
年
⼀
回
以
上
進
捗
管
理
︶

２

プランから
地域計画へ

実
質
化
に
向
け
取
組
を
継
続

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

︵
�
�
�
�
�
�
�
︶
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
公
�

�
�
�
�
�
�
�
�

取
�
�
�
�
�
公
表

改
正
法
施
⾏
前
�
公
表
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
⾏

基本構想
（施⾏後６か⽉）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

︵
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
︶

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
表
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 併⾏して⽬標地図の作成に向けた調整

基本⽅針
（施⾏後３か⽉）

〜令和５年３⽉末 令和５年４⽉(施⾏）〜令和７年3⽉末

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
施
�

�
�
�
�
�
意
⾒
聴
取

�
�
�
�
�
�
�
公
�

縦覧２週間

これまでの⼈・農地プランを⼟台に調整

地域計画の策定・実⾏

基本構想を策定している市町村は、市街化区域（他の農⽤地と⼀体として農業上の利⽤が
⾏われる農⽤地は除く）等を除いた区域を対象に地域計画を策定します。

※⼈・農地プランとして取り扱う同種取決めは廃⽌予定

内園　知恵子　議員大倉野　由美子　議員
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加
治
佐　　
サ
ツ
マ
イ
モ
基

腐
病
の
農
薬
開
発
状
況
に
つ

い
て
問
う
。

市
長　
令
和
４
年
度
は
６

月
に
種
い
も
消
毒
用
と
し
て

「
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
」
８

月
に
基
腐
病
に
予
防
効
果
の

あ
る
「
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
」

が
登
録
拡
大
さ
れ
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐

病
に
対
し
て
登
録
の
あ
る
農

薬
は
合
計
11
剤
と
な
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
国
や
県
の
研
究
機

関
と
農
薬
メ
ー
カ
ー
が
連
携

し
な
が
ら
、
農
薬
の
開
発
・

竹
迫　

市
内
県
立
高
等

学
校
活
性
化
対
策
事
業
に
お

い
て
、
市
内
の
県
立
高
等
学

校
の
通
学
生
に
資
格
検
定
受

験
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
る

が
、
市
外
の
高
校
に
通
学
し

て
い
る
市
内
の
高
校
生
と
の

整
合
性
は
。

市
長　
市
内
の
県
立
高
等

学
校
の
存
続
等
に
取
り
組
む　

活
性
化
協
議
会
に
支
援
し
て

い
る
も
の
で
問
題
は
な
い
。

竹
迫　

活
性
化
協
議
会

を
迂
回
し
て
、
市
外
在
住
の

高
校
生
を
含
め
補
助
し
て
い

る
。　

登
録
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
新
た
な
農
薬
登
録
は
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
に
効
果
の
あ
る
農
薬

　

市
外
の
私
立
、
県
立
の
高

校
を
問
わ
ず
、
平
等
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　
市
外
へ
通
う
高
校

生
へ
の
差
別
に
な
れ
ば
検
討

し
て
い
く
。

竹
迫　
本
市
に
は
農
業
・

福
祉
・
看
護
関
係
を
学
び

の
開
発
に
つ
い
て
早
期
に
行

う
よ
う
国
や
県
に
対
し
て
要

望
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、

新
た
に
農
薬
の
登
録
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
農

家
に
情
報
提
供
を
行
い
、
サ

ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
収
束
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

交
通
事
故
多
発
地
点
現
場

診
断

た
く
て
も
学
べ
る
高
校
が
な

い
。

　

農
業
後
継
者
を
は
じ
め
、

こ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　
市
内
の
高
校
は
普

通
科
と
工
業
系
の
み
で
あ

る
。

　

い
ろ
ん
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
高
校
生
の
育
成
は
非
常

に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

・
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

農
薬
の
開
発
状
況
は

市
長
／
国
・
県
へ
要
望
す
る

サツマイモ
基腐病

私
立
を
含
め
、
市
外
通
学
生
に
も

平
等
に
補
助
す
べ
き
で
は
な
い
か

市
長
／ 
市
外
へ
通
う
高
校
生
へ
の
差
別
に
な

れ
ば
検
討
し
て
い
く

高校生検定
受験料補助

定数20人を18人へ
令和５年12月 市議会議員選挙から

南九州市議会議員定数等調査特別委員会決定
　

令
和
５
年
12
月
に
議
員
の

任
期
満
了
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
議
員
定
数
に
つ
い
て
、

議
会
基
本
条
例
第
17
条
第
２

項
の
規
定
に
よ
り
、
市
政
の

現
状
及
び
課
題
並
び
に
将
来

の
予
測
及
び
展
望
を
十
分
に

考
慮
す
る
た
め
に
、
令
和
４

年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て

南
九
州
市
議
会
議
員
定
数
等

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
委
員
会
を
７
回
開

催
し
、
慎
重
に
調
査
を
重
ね

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
県

内
各
市
の
議
員
定
数
、
報
酬
、

政
務
活
動
費
の
状
況
、
及
び

本
年
８
月
に
実
施
し
た
市
民

へ
の
南
九
州
市
議
会
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
参
考

に
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
議
員

の
定
数
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
ま
し
た
。

議
員
定
数

20
人

・ 

合
併
し
て
広
域
の
市
と
な
っ

た
た
め
、
市
民
の
多
様
な

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
員
を
減
ら
す
べ
き

で
は
な
い

・ 

女
性
、
子
育
て
中
の
方
が

議
員
に
な
っ
て
欲
し
い
。

18
人

・ 

市
の
人
口
減
少
等
を
勘
案

す
る
と
２
人
減
の
18
人
で

よ
い
。

・ 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

か
ら
し
て
も
18
人
で
よ
い
。

16
人
、
14
人

・ 

将
来
的
に
議
員
数
は
減
っ

て
い
く
と
考
え
る
。
庁
舎

が
建
設
さ
れ
る
現
段
階
で

４
人
減
の
16
人
で
よ
い
。

議
員
報
酬

・ 

現
在
の
議
員
報
酬
額
は
年

金
や
福
利
厚
生
を
考
え
れ

ば
少
な
い
と
考
え
る
た
め
、

上
げ
る
べ
き
だ
。

・ 

若
い
方
が
議
員
を
目
指
す

こ
と
を
考
え
る
と
減
額
は

厳
し
い
の
で
現
状
維
持
。

・ 

増
額
、
減
額
で
は
な
く
議

会
費
の
中
に
お
け
る
政
務

活
動
費
の
在
り
方
を
検
討

す
る
べ
き
で
あ
る
。
財
政

状
況
を
勘
案
す
る
と
現
状

の
ま
ま
で
良
い
。

政
務
活
動
費

・ 

所
管
事
務
調
査
は
実
施
し

て
い
る
が
、
個
人
及
び
議

員
数
人
で
調
査
を
す
る
場

合
、
遠
方
と
な
る
と
経
費

負
担
が
大
き
い
。
し
っ
か

り
と
調
査
結
果
を
報
告
す

る
か
た
ち
で
政
務
活
動
費

を
設
け
て
欲
し
い
。

・ 

政
務
活
動
費
の
上
限
額
を

決
め
た
上
で
、
議
員
活
動

と
し
て
妥
当
な
も
の
で
あ

れ
ば
、
認
め
る
べ
き
で
あ

る
。

・ 

議
員
報
酬
の
中
で
活
動
が

で
き
て
い
る
た
め
特
に
必

要
な
い
。

調
査
目
的

　

議
員
の
な
り
手
不
足
、
議

員
定
数
、
議
員
報
酬
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
研
究
の
参

考
と
す
る
た
め
、
市
民
の
考

え
を
把
握
す
る
。

調
査
対
象
者

　

令
和
4
年
7
月
21
日
に
お

け
る
市
内
在
住
者
の
各
世
代

（
18
歳
か
ら
29
歳
、
30
代
、
40

代
、
50
代
、
60
代
、
70
代
、

80
歳
以
上
）
か
ら
1
5
0
0

人
無
作
為
に
抽
出
。

調
査
期
間

　

令
和
4
年
8
月

南
九
州
市
議
会

議
員
定
数
等

調
査
特
別
委
員
会

南
九
州
市
議
会
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

委
員
会
で
の
意
見

議
員
報
酬

28万6000円

28万6000円
現状維持 ２人減

議
員
定
数

20人

18人

政
務
活
動
費

運用及び支給額等に
ついて継続して調査
する。

協
議
結
果

アンケート結果の
詳細はこちら

加治佐　民生　議員

竹迫　毅　議員


